



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































段　　階 活　動　経　過 考 察
⑨発表
〔3回目〕
　2回にわたる共通実
習課題の研究活動の経
過を段階づけて明確化
し，発表場面へ移る。
㊦「今回，全部のグル
　ープは発表しきれま
　せんので，来週もそ
　の続きをします」
　（％のグループが発
　表を終えた時点で時
　間切れとなる）
　すでに発表を終えた
グルー・・一・・プには次回は指
定討論者の役割を付与
する予定を知らせる。
　どのグループも，課
題や発表内容において，
他のグループとの共通
性を意識しすぎて，発
表者が「前にも言われ
たことなのですが」，
「同じになっちゃうん
ですが」という前置き
をしがちなので，Tは
それは必要ない語句で
あることを説明する。
㊦「どこのグループの
　活動内容も全く同じ
　になることはない。
　それぞれ共通な部分
　もあれば，独自の部
　分もあるのです。そ
　れぞれのグループの
　共同活動の成果を尊
　重しつつ発表しまし
　ょう」
　⑦は他のグループの
発表を聞く，受身的活
動の連続に変化をもた
らすように，グループ
間の比較や質問そのグ
ループの独自性につい
てのコメントを挿入す
る。
　発表順が一一ts終りの
方のグループはそのグ
ループの独自性に力点
どが必要であ
る。
　今までの活動
成果を確認し来
週の活動の見と
うしをたてて，
今ここでの活動
に集中する態度
を形成する。
　グループ間関
係によって，自
分のグループの
共通性独自性を
共に認識できる
ようになる。
　発表者には自
分のグループの
活動成果を尊重
する態度が必要
である。
　他のグループ
の発表を聞く役
割が散慢になら
ないように変化
をつくる。
　狭い範囲での
詳しい発表をし
てもらうことで
段凶活動経過 考 察
⑩まとめ
⑪各グル
ープ毎に
作成した
バズ・レ
ポートの
回収
を置いた発表をしても
らう。
　3回にわたった，共
通実習課題についての
研究バズ活動の経過を
述べる。
㊦指導者として，とら
　えられた，1年次と
　2年次のバズの発展
　のしかたの違いにつ
　いて述べる。
　発表内容の総括と補
足
　バズグループメンバ
ー名を明記してもら
う。
独自性がより明
確化される。
　メンバーとし
ての自主性，協
働性の発展研究
活動の成果の確
認、
とをめざしている。
おわりに
　今回は，これまでの保育者養成活動の中の特にバズ・
セッションのみに焦点をあててまとめたが，次回は，行
為法，心理劇の実践をまとめ，保育者養成活動のあり方
を続けて考察してみたい。
　（研究協力者）十文字学園女子短期大学幼児教育学科
在校生，卒業生
〔引用文献〕
①「新教育心理学辞典」塩田芳久，金子書房
②「幼児の性格形成」松村康平，日本私立幼稚園協会
　編，ひかりのくに社
③「保育ノート」　（月刊紙）松村康平，ひかりのくに社
④「保育者の資質と研修」（現代幼児教育全集10）岡田
　正章編ぎょうせい刊
⑤「臨床心理学」竹内硬，松村康平編，朝倉心理学講座
　5，朝倉書店
⑥「児童臨床学」　（石井哲夫編）の「3．児童臨床の方
　法」松村康平，垣内出版株式会社
〔参考文献〕
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習プロジェクト班
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黎明書房
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